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労働安全衛生法及び関係法令に基づき、事業者には、一定の有害業務に従事する労働者に対し、特殊健康診断

を行うことが義務付けられています。

特定化学物質障害予防規貝」、有機溶斉」中毒予防規則等が制定されてから40年以上が経過し、その間、医学的

矢B見の進歩、化学物質の使用状況の変化、労働災害の発生状況など、化学物質による健康障害に関する事情が変

化しています。

このため、今回、国内外の研究文献等の医学的矢□見に基づき、化学物質取扱業務従事者に係る特殊健康診断の

項目を全面的に見直しました。

それぞれの物質について、健康診断を適切に実施いただくようお願いします。

1.尿路系に腫瘍のできる化学物質の特殊健診項目の見直し(特定化学物質障害予防規貝u関係)

尿路系に腫瘍のできる化学物質 (11物質)について、同様の障害を引き起こすとされ、最新の医学的矢□見を

踏まえて設定されたオルトートルイジンの項目と整合させました。

対象物質:ベンジジン及びその塩、ベーターナフチルアミン及びその塩、4アミノジフェ土ル及びその塩、4-ニ トロジフェニル

及びその塩、ジクロルベンジジン及びその塩、アルファーナフチルアミン及びその塩、オルトートリジン及びその塩、ジアニシ

ジン及びその塩、オーラミン、パラージメチルアミノアゾベンゼン、マゼンタ

(一次健康診断)

○「尿潜血の有無の検査」の追力□ (対象:11物質全て)

○「皮膚炎等の皮膚所見の有無の検査」の追加

(対象:ベンジジン及びその塩、ベーターナフチルアミン及びその塩、ジクロルベンジジン及びそ
の塩、アルファーナフチルアミン及びその塩、ジアニシジン及びその塩、パラージメチルア

ミノアゾベンゼン)

(二次健康診断)

○「腹部の超音波による検査、尿路造影検査等の画像検査(医師が必要と認めた場合)」

の追力0(対象:11物質全て)

○「赤Illl球数、網状赤血球数、メトヘモグロビンの量等の赤血球系の血液検査 (医師が必

要と認めた場合)」 の追力□

(対象:ベーターナフチルアミン及びその塩、4-アミノジフェニル及びその塩、4-ニ トロジフェニル
及びその塩、アルファーナフチルアミン及びその塩)

2.特別有機溶剤の特殊健診項目の見直し(特定化学物質障害予防規貝J関係)

特別有機溶斉」(9物質)について、発がんリスクや物質の特性に応じて、項目を見直し

ました。

対象物質:ト リクロロエチレン、四塩化炭素、1,2ジクロロエタン、テトラクロロエチレン、スチレン、

クロロホルム、1,4-ジオキサン、1,1,2,2テ トラクロロエタン、メチルイソブチルケトン

○トリクロロエチレン

腎臓がん、肝胆道系がん、造血器がんのリスク等を踏まえて

○四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン

肝胆道系がんのリスク等を踏まえて、健診項目を追力0。

○テトラクロロエチレン

膀眺がんのリスク等を踏まえて、健診項目を追力□。

○スチレン

造血器がんのリスク等を踏まえて、健診項目を追加。

健診項目を追力]。

○クロロホルム、1,4-ジオキサン、1,1,2,2-テトラクロロエタン、メチルイソブチルケトン

動物実験により発がんに係る矢□見はあるが、比較的高濃度ばく露によるものであり、ヒ

トに関する発がんの知見は十分とは言えないことから、発がんに関する健診項目の追

bllは見送り、新たな健康リスクを踏まえ、健診項目を追力0。
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3.カ ドミウム及びその塩の特殊健診項目の見直し輛定化学物質障害予防規員U関係)

新たに得られたヒトに対して肺がんを引き起こす可育レ性があるという知見への対応や、腎機能障害の早期発

見のため、項目を見直しました。

|■■|■■1 0カ ドミウム
■■|■■■|■|(一

次健康診断)

]       ・「門歯又は犬歯のカドミウム黄色環の有無の検査」、「尿中の蛋自の有無の検査」の肖J除

囲  ‐ll:―   ・「血液中のカドミウムの量の測定」、「尿中のβ2ミクログロブリンの量の測定」の追力]

(二次健康診断)                                ..
・「尿中のαl―ミクログロブ|リ ンの量又はNAGの量の測定」、「胸部エックス線直接撮影 ||
検査又は特殊なエックス線撮形検査」、「0客痰の細胞診」の追加           ■|

4.肝機能検査の見直し(特定化学物質障害予防規貝り関係)

|    オーラミン等11物質については、職業ばく露による肝機能障害リスクの報告がないことから、「尿中ウロビリ
ノーゲン検査」等の肝機能検査を必須項目から外しました。

し         対象物質:オーラミン、シアン化カリウム、シアン化水素、シアン化ナトリウム、弗化水素、硫酸ジメチル、塩素化ビフェニル等、

オルトーフタロジニトリル、ニトログ|リ コール、パラーニトロフロルベンゼン、ペンタ//~ロ ルフェノール(別名P⊂ P)又 はそのナトリ

ウム塩
※下線は、二次健康診断において医師半」断で肝機能検査を実施する物質

■  5。 赤血球系 の血液検 査 の例示 の見直 し(特定化学物質障害予防規貝」関係)

.■1    近年、臨床の現場で全血比重検査があまり使われていないため、赤血球系の血液検査の例示から、全血比
■   重検査を肖」除しました。(6物質 )

対象物質:ニ トログリコール、ベンゼン等、塩素′

`ビ

フ三二,ノ等、オルトーフタロジニトリル、パラーニトロフロルベンゼン、弗化水素

6.有機溶剤の特殊健診項目の見直し(有機溶剤中毒予防規貝」関係)

有機溶斉」について、医師が必要と認めた場合に「腎機能検査」を実施できることとなっていること、また、必須
項目の中に他に労働者の有機溶斉」ばく露状況等を確認できる項目があり、健康障害のスクリーニングが可能
であることから、必須項目から「尿中の蛋白の有無の検査」を外しました。

■ 7.四アルキル鉛の特殊健診項目の見直し(四アルキ′じ鉛中毒予防規貝」関係)

|‐     最新の医学的矢]見や取扱量の流少等を踏まえ、鉛と同様、長期的なばく露による健康障害の予防とすること
‐   |■    とし、鉛則の項目と整合させ、実施時期を「3月 以内ごとに1回」から「6月以内ごとに1回」を見直しました。

|‐  8。 作業条件の簡易な調査の追力0(有機溶剤中毒予防規則、鉛中毒予防規則、四アメしキメし鉛中毒予防規貝J、

1   特定化学物質障害予防規則関係)

1    労lll者 の化学物質へのばく露状況を確認するため、必須項目に「作業条件の簡易な調査」を追加しました。

1 9.尿路系に腫瘍のできる化学物質の健康管理手帳制度における健診項目の見直し

'   (労
働安全衛生規則関係)

|   「1.尿路系に腫瘍のできる化学物質の特殊健診項目の見直し」の11物質のうち、健康管理手帳来制度の対象

■   であるベンジジン等3物質について、健康管理手帳制度における健診項目もオルトートルイジンの項目と整合
,   させました。

|:   対象物質:ベンジジン及びその塩、ベーターナフチルアミン及びその塩、ジアニシジン及びその塩

■    ※「健康管理手帳」について

、     がんその他の重度の健康障害を生ずるおそれのある業務に従事していた労働者に、国が健康管理手帳を交付して、無償で健康診断を受け

'     
られるようにする制度。
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全国労働衛生週間は、昭和25年の第1回実施以来、今年で第71回 を迎
える。この間、全国労働衛生週lBlは 、国民の労働衛生に関する意識を高揚
させ、事業場における自主的労働衛生管理活動を通じた労働者の健康確
保に大きな役害」を果たしてきたところである(,

労働者の健康をめぐる状況については、脳"し 臓ヽ疾患、精神障害の労災
認定件数は、ここ数年は700件 台で推移し、また、仕事や職業生活に関する

強い不安、悩み又はストレスを感じる労働者は、依然として半数を超えている

(平成30年労 llll安全衛生調査 (実態Fil杢 ))。 このような状況の中、過労死
等を防 にするためには、働き方改革の推進と相まって、長時間労働による健
康障害の防止対策及びメンタルヘルス対策の推進が必要である.

また、健康寿命とともに職業生涯が延伸し、高年齢労働者が職場におい

てより大きな役割を担うようになり、高年齢労働者が安心して安全に働ける職
場環境づくりや労働災害の予防的観点から、lit康づくりを推進していくことが

求められている。このため、高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイド
ライン(エ イジフレンドリーガイドライン)を策定し、llF康 づくり等の取組を推i上 し
ていくこととしている。

日本の労働人「Jの約3人に]人が何らかの疾 l llを 抱えながら働いている

中で、職場において、病気を抱えた労働者の治療と仕事の両立への対■1が

必要となる場面が増えることが予想されることから、
~事

業場 二お キろ治
=と仕事の両立支援のためのガイドライン_の 日午「啓発等をモうることこよ|、 全

業の意識改革や地t・tにおける支援体制1の 強化をi笙 めて らヽ ,

化学物質に起因する労働

't害

については、年間500件 i4度 で:=移 してお
|り 、危険物によるものが約4書」、有害物11よるものが約6害」となってtる

=ま
た、

有害物による労働災害のうち、特定化学物質障害予防などの特別規則の

対象となつていない有害物によるものが8割を占めている.こうした化学物質
による健康障害を防 1するため、関連法令に基づく取組の徹底に引き続き取
り組むとともに、特別規則の文J象となっていない化学物質による労働災害を

防止するため、各事業場におけるリスクアセスメント及びその結果に基づくリ
スク低減対策の実施を更に促進していくこととしている。
また、職業がんの労災補償の新規支給決定者は、石綿による中皮1重 肺

がんを中心に年間900人を超えている中で、石綿の製造 使用等が禁止され
る前に石綿含有建材を用いて建設された建築物が今なお多数現在してお

り、その解体工事が2030年 頃をビークとして、増加が見込まれる中、解体 改
修前に義務づけられている石綿の有無に関する事前調査や石綿の発散防
止措置が適切に行われていない事例が散見される。このため、石綿障害予
防規則を改正し、石綿によるばく露防止対策を強化することとしている.

このような背景を踏まえ、今年度は、
「みなおして 職場の環境 からだの健康Jをスローガンとして全国労働衛生
週間を展開し、事業場における労lfl衛 生意識の高場を図るとともに、自主的
な労働衛生管理活動の一層の促・Lを 図ることとする。
なお、本年については、申i型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観ほ

から、いわゆる
｀
三つの密"(●密開空間 (換気の悪い密閉空間である)、 0

密集空間(多くの人が密集している)、 0密接空間(お互いに手を伸ばしたら

'昌

くiE離での会話や発声が行われる))を 避けることを徹底しつつ、各事業
場の労使協力のもと、全国労働衛生週間を実施することとする。

10月 1日 から10月 7日までとする.

なお、全国労働衛生週間の実効を上げるため、9月 1日 から9月 30日までを

準備期間とする。

建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止lil会、港湾
貨物運送事業労llll災

~‐
防止協会、林業本桐製造業労働災書防止協会

関係行政機関、地方公共同体、安全衛/1関 係団体、労働団体及び事業
者団体

実施者:各事業場

以下の収組を実施する。
(1)労働衛生広報資料等の作成、配布を行うc

(2)雑誌等を通じて広報を行う。
13)労働衛生講習会、事業者間で意見交換・好事例の情報交換を行う

ワークシヨップ等を開催する.

(4)事業場の実施事項について指導援助する。
(5)そ の他「全国労働衛生週間Jにふさわしい行事等を行うぃ

上唱者は、上記8の事項を実施するため、協力者に対し、支援、協力を依
頼する。

47国衛生水準のよ:,一 層の向上及び労働衛生意識の高揚を図るとともに、
自1的な労ヨ衛生管理活動の定着を目指して、各事業場においては、事業
者■び労言者うヽ三携 協力しつつ、次の事項を実施する.

(1)全 国労働衛生週間中に実施する事項
マ 事業者又は■括安全行生管理者 [よ る職場巡視
イ 労膏膏生■のオ1行 ■

'ス

ロー■ン等の掲示
ウ 労言衛■に関する侵良■場、功信者

=`D表
彰

工 有害物の

'|え

t'事故、蔵素
'(乏

症寺|[よる事古え寺緊急時の災害を
想定した実地訓練等の実施

オ 労働衛生に関する講習会 見学会■の開催、作文 写真 標語等の

掲示、その他労働衛生の意識高場のための行事等の実施
(2)準備期間中に実施する事項

下記の事項について、日常の労働衛生活動の総点検を行う
=

ア 重点事項
(ア )過重労働による健康障害防 卜のための総合対策の推進
(イ )労働者の心の健康の保持増進のための指針等に基づくメンタル

ヘルス対策の推進
(ウ )労働災害の予防的観点からの高年齢労働者に対する健康づく

りの推進
(工 )化学物質による健康障害防止対策に関する事項
(オ )石綿によるfll康 障害防止対策に関する事項
(力 )受動喫煙対策に関する事項
(キ )治療と仕事の両立支援対策の推進に関する事項
(ク )その他の重点事項

イ 労働衛生3管理の推進等
(ア )労働衛生管理体制の確立とリスクアセスメントを含む労働安全

衛生マネジメントシステムの確立をはじめとした労働衛生管理活
動の活性化

(イ )作業環境管理の推進
(ウ )作業管理の推進
(工 )健康管理の推進
(オ )労働衛生教育の推進
(力 )′ しヽとからだのll■康づくりの継続的かつ計画的な実施
(キ )快適職場指針に基づぐ映適な職場環境の形成の推進
(ク )職場における感染症 (ウ イルス性肝炎、HIV、風しん等)に関する

理解と取組の促進
作業の特性に応じた事項
(ア )粉じん障害防止対策の Ftrlk

(イ )電離放射線障害防 |卜対策の徹底
(ウ )騒音障害防 l卜 のためのガイドラインに基づく騒音障害防 l■対策

の徹底
(工 )振動障害総合対策要・lltlに 基づく振動障害防止対策の徹底
(オ )情報機器作業における労 lrll衛生管理のためのガイドラインによ

る情報機器作業における労働衛生管理対策の推進
(力 )酸素欠乏症等の防止対策の推進
(キ

'建

設業、食料品製造業等における一酸化炭素中毒防 Lのため
の換気等

東日本大震災等に関連する労働衛生対策の推進
(ア )東電福島第一原発における作業や除染作業等に従事する労

働者の放射線障害防止対策の徹底
(イ )「 原子力施設における放射線業務及び緊急作業に係る安全衛

生管理対策の強化について(平 成 24年 8月 10日付け基発
0810第 1号 )Jに基づく東電福島第一原発における事故の教言1

を踏まえた刑応の徹底
※L記 (2)準備期間中に実施する事項についての記載で、小項目(ア )

以下については、省略しております。詳しくは厚生労働省から出され
ています原文をご覧ください。

みなおして 職場の環境 からだの健康

厚生労働省、中央労働災害防止協会

各事業場
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産業安全衛生講習会の開催中止のお矢口らせ

毎年9月 ～11月 に開催しております産業安全衛生講習会ですが、新型コロナウイルスの

感染が拡大している状況を鑑み、誠に勝手ながら開催を中止させていただくこととなりま

した。皆様にはご迷惑をおかけすることとなり大変申し訳ございません。何とぞご理解の

ほどよろしくお願い申し上げます。

(中止)

9月 産業安全衛生講習会 湖南市 主催

10月  産業安全衛生講習会 上野市 主催

11月  産業安全衛生講習会 守山市 主催

公益社団法人 湖南工業団地協会

一般財団法人 滋賀保健研究センター

ー般財団法人 滋賀保健研究センター

ー般財団法人 滋賀保lll研 究センター

腋

腸のlllき を活発にし、コレステ

□―ルのりF出を早めます。キチンは

動物性の食物繊維で、えびやかに

の甲羅に含まれています。食物繊維

がもつ作用以外にも、免疫力を強

化する、がん予防、肝機能の強化な

ど、さまざまな効果があることがわ

かっています。

カロテノイド系の赤い色素で、強

い抗酸化作用があります。この色素

は、活性酸素をllP制 し、LDLコ レス

テロールが血管に付着することを

防いだり、すでに付着したものを取

り除いたりします。また、目の網膜に

も作用し、視力低下を防ぐ作用があ嘔
π‐軋
， ル

・

「 えつF」

◆えびに多く含まれる栄養素

胆汁酸の分泌を促す作用があり

ます。胆汁酸はコレステロールを分

解して」F泄 さ コレステ国―ル
せるとともに、

コレステロー

ルが血液中に

吸収されるの

を防ぎます。

考えη券髪をんの〃イング孝

透明感のあるもの。殻にぬめりが多いもの。むきえびは形や大きさがそろっていて

太つているものを選びましよう。(参考:食べ物栄養事典 )

日本は、えびの大量,肖費国です。えびの特徴として、高たんぱく、

低:旨 訪、低エネルギーであ |り 、カルシウムやビタミンが 豊富で、

健康に優れた栄養効果がたくさんあ|り ます。今回は、そんなえびに

秘められたさらなる効果についてご紹介しますc

皆さん、歯周病と糖尿病

が実は密接に関わってい

ることをご存じですか。あま

り関係ないように思われま

すが、実は歯周病と糖尿病は、互いに悪循環をり|き起こして

しまうということが分かってきています.歯周病が進行すると、

炎症を食い止めるために「サイトカインJというホルモン様の低

分子蛋自質が分泌されますDこ のサイトカインが、インスリンの

働きを邪魔し、血糖値が下がりにくくなることで糖尿病が悪化

してしまいます。逆に糖尿病が進行すると、血管が傷つけられ、

歯周病が進行してしまいますcこのような悪循環を防く
｀
ために

も、定期的に検診を受けたり、タバコをll■う方は禁煙に挑戦し

てみたりと、一度生活習慣を見直してみましよう。

管理栄養士 亀嶋 まこ

9月 になり夏の暑さも過ぎ去

る時期でしょうか。一日の寒暖

の差で体調を崩されてはい

らっしゃいませんか。

ところで、9月 1日 は防災の日ですc新型コロナウイルスの影響

で、避難訓練などは例年と違ったものになるのでしょうか。内閣

府のホームベージに「新型コロナ

ウイルス感染症を踏まえた災害

対応のポイントJというものが掲載

されておりました。皆様もよろしけ

ればチェックしてみてはいかがで

しょっか。

業務部 石川明季
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